
データに基づくコロナ研究
～感染者数・率～



累積感染者数順位10月31日時点

• １位 大阪市 個票無し
• ２位 横浜市
• ３位 名古屋市

:
・11位 さいたま市 最も充実

:
・21位 広島市 個票無し
（順位は?位／４３位）
→感染者数との関連は薄い…
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累積感染者数から見る感染状況

• 横浜市

• 神戸市

• 川崎市

• 大阪市

• 札幌市

• 名古屋市

の順で感染者数が多くなっている

→人口の多い都市が危険という印象
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累積感染者数（政令指定都市＋東京特別区の計
４４市区町村）でみると



そもそも累積の感染
者数だけでコロナウ
イルスの現状を把握
できていると言える
のか?
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別の視点から見ると異
なる結果が
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陽性者率（陽性者数÷人口×100）を計算

→人口に対して、陽性者がどれくらいの割
合で存在するのか把握することが可能に

・政令指定都市(20市区町村）と東京都特
別区（23区)の計４３市区町村を比較

・東京23区のデータは6月1２日時点の陽性者数／陽性者数の出典はNHK新型コロナウイルス特設サイト
・政令指定都市のデータは6月11日時点の陽性者数／政令指定都市→陽性者数の出典は各市区町村のホームページから
＊堺市は6月6日のデータ



陽性者率と陽性率の違い

陽性率

• 検査陽性率
• 陽性率＝陽性者数／検査実施人数

• 東京都版「陽性率」
• 陽性率＝１週間に陽性と判明した人数の平
均／１週間に検査した人数の平均

→「陽性率」は緊急事態宣言の解除を判断す
る指標の一つ

陽性者率

• 陽性者率
• 陽性者率=(陽性者数/人口)
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都は「陽性率」の算出に、１週間の人数の平均を使う理由につ
いて、病院などで起きている集団感染に関する検査が行われる
日は、陽性になる人の割合が一気に増えたり、平日と土日で検
査態勢が異なったりするため、平準化する必要があると説明し

ています。



陽性者率で見ると、、

累積感染者数 陽性者率（人口１０万人あたり）
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黄色の棒グラフが東京特別区

感染者数で見ると東京特別区の感染状況は悪
くないように思える。しかし、陽性者率で見
ると1位から26位まで東京特別区が占めてい

る



陽性者率を使えば新たな発見がある

累計感染者数 陽性者率

・東京特別区の全体の陽性者
率が非常に高いことが分かる

・陽性者率が
→1位新宿区
累積感染者数は14位

→２位渋谷区
累積感染者数は31位

→３位港区
累積感染者数は30位

感染者数からは見えてこない

本当に感染リスクが高い市区
町村が見えてくる



東京特別区に匹敵する陽性者率の市区町村が
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大阪市

• 陽性者率順位

政令指定都市＋東京特別区

→７位

政令指定都市

→1位

川崎市

• 陽性者率順位

政令指定都市＋東京特別区

→19位

政令指定都市

→２位



蓄積データの活用
• 2021年の１0月31日時点と6月
16日時点の2度にわたって陽性者
率を算出した

• このデータを用いて比較することで感
染状況に何らか変化があるのではと
思い比較した。
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１0月31日時点と6月16日時点の陽性者率を比較

6月16日時点 10月31日時点



6月16日時点の状況と変化が
→川崎市に注目!

6月16日時点
川崎市 30位（847人）

10月３１日時点
川崎市 20位（2,603人）

順位：10位上昇
陽性者率：＋1,756人

• 6月16日時点から陽性者率（10万人あたりの感染者
数）が急増しており、順位を大幅に上げている

• 6月16日時点からの陽性者率の増加数は全体の8位
→1位～25位が川崎市以外23区と大阪市であるのでか
なり異色

• 6月16日時点から個人の感染リスクが最も増えた市
区町村は川崎市であるといえるのではないか



6月と10月では陽性者率
の順位は変化していた。
この結果を踏まえて感染
の波ごとで分析することで
より詳細な感染状況の把
握を試みる。
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第１～5波の定義

• 第1波 2020年2月1日～7月31日
• 第2波 同年8月1日～11月30日
• 第3波 同年12月1日～2021年2月
28日

• 第4波 2021年3月1日～6月30日
• 第5波 7月1日～10月31日
• →月ごとに設定することでデータの集計
を簡単に

• →新規感染者数の推移と緊急事態宣
言の発令を考慮して期間を設定
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波の定義

1
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コロナでの定義に関わる
要素

•陽性者数の増え方
•入院数

注意点：第１～２波と第
３波以降は性質が異なる

•第１波→感染開始
•第２波→入院患者の増
加

•第３波以降→感染者数
の急増



波の期間

• 第1波 2020年2月1日～7月31日
• 緊急事態宣言第１回 2020年4/7～5/25（延⾧含む以下同）

• 第2波 同年8月1日～11月30日
• 緊急事態宣言なし。しかしながら、入院患者ピーク時13,000人超えを記録

• 第3波 同年12月1日～2021年2月28日
• 緊急事態宣言第２回 2021年1/8～3/21

• 第4波 2021年3月1日～6月30日
• 緊急事態宣言第３回 2021年4/25～5月31日

• 第5波 7月1日～10月31日
• 緊急事態宣言第４回 2021年6/21～8/22（一部地域のみ宣言も含む）
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感染波ごとの陽性者率

• 第～波陽性者数の算出方法
• 例）第５波（2021年7月1日～10月31日）
• ＝2020年７月１日までの累積陽性者数
• ー2020年10月31日までの累積陽性者数

• 第～波陽性者率
＝第～波陽性者数／人口

政令指定都市＋東京特別区を対象に算
出した。なお大阪市はHPにデータがないた
め分析出来なかった。
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ー補足ー第5波 2021年7月1日～10月31日の場合
広島市の場合
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2021年７月1日の感染者発表

７７００
2021年10月31日の感染者発表

１３１７８

大阪市のみ過去の累積データを調べられないため感染の波ごとの分析ができない

＝５４７８ →第５波間で広島市では５４７８人が感染したと分かる



補足（大阪市の問題点）

感染者数・死亡者数の
報道がほとんど、、

・感染者の通し番号が記載された
データがある場合を基に算出する
→大阪市のみ感染者の通し番号
に関するデータが無い

・いつ、どのような症状で、どの年代
が感染したのかという基本的な情
報すら大阪市のホームページから
は調べられない
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感染の波ごとの陽性者率分析

・第５波では感染者数・率が跳ね上
がっている

・政令指定都市では北海道のみ第５
波で陽性者数・率が減少している

・第5波における川崎市の陽性者数・
率が急激に増加している

・政令指定都市と東京都特別区で比
較すると東京都の第5波の陽性者率の
増加が顕著



第5波の感染爆発 ～東京都の異常さ～

・陽性者数で見ると、東京特別区の感染爆発
の深刻さは見えてこない

・第5波の陽性者率は1位～１８位全て東京特
別区

・平均で比較しても第5波の１０万人あたりの
陽性者数は約900人も特別区の方が多い

・東京特別区の第５波陽性者率は異常な高さ
であり第5波間の東京特別区の感染状況の深刻
さが窺える

＊ちなみに第5波は東京オリンピックの開催期
間に該当


